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チャーノレズ・パベジ『機械と製造業の経済論」の分析

一マルクス「機械論」形成史研究(2)一
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はじめに

吉田文和

チャールズ・パベジ (CharlesBabbage， 1791~18:n)は， 計算機作製の先駆

者としてこれまで多くの研究が重ねられてきた。最近では，アメリカにおいて

パベジと計算機の歴史を研究するチャーノレズ・バベジ協会 (CharlesBabbage 

Institute)が生まれるにいたっている。

他方でパベジは『機械と製造業の経済論』の著者として， その名が知られ

ており， マルクスがユーア『製造業の原理』とともに，これを利用したとい

うこともあって， わが国ではマルクスによるパベジの批判・摂取という視点

からの研究が行なわvれている。また w機械と製造業の経済論』は， 今日の

「経営管理論J，r原価管理論」の先駆的業積となっているため， 経営学方面
からの研究も盛んにな勺ている。
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しかし， パベジによる計算機作製についての研究と， w機械と製造業の経

済論』についての研究は， 互いに交叉することなく，それぞれ「独自に」行

なわれている状況である。だが， この事態は早急に克服されねばならない。

とりわけ， w機械と製造業の経済論』を検討しようとするとき， パベジの計

算機作製についての研究は不可欠である O なぜなら， 本書は， rその作製の
ために長年かかってきた計算機から生まれた結果の 1っと考えることができ

る」とのべているからである。それゆえ，本書の研究にあたっては，パベジ

の計算機作製と， それに関連して彼がおとずれた大陸とイギリスの工場，住

事場の生産技術とのかかわりに留意することが求められるのである。

そこで本稿は， ①まずパベジの生涯と計算機作製について概観し，本書執

筆の背景と， 当時の生産技術とを考察し，②つぎに，これをふまえて，本書

の出版経緯と目的を検討し ③さらに，本書を，各章ごとにくわしく分析し

たいとおもう。そのさいに，前稿でみたユーアの見解との対比を念頭におい

て， また，マルクスによる利用の方法と箇所についても検討することにした

し、。

マルクスは， ブリュッセノレ時代の1845年秋に， 本書のフランス語版(英語

第3版の翻訳)からの抜粋をつくり(ノート B-30)，それが， 1847年の『哲

学の貧困』や1857~1858年の『経済学批判要綱~， n861~1863年草稿』に利

用されている。さらに， 1859~1862年のロンドン時代のノート第 7 冊で，本

書英語第1版から， 機械の耐周期間の部分を中心に抜粋している。『資本論』

での利用は，これにもとづいている。

なお， 現在リプリント版で利用できる英語第4版(1835年)は， 第1版

(1832年)に 3つの章が追加され， 内容も拡充されている。本稿では，第

4版を基礎として，必要に応じて第1版との異同を示す。

1) パベジの『自叙伝』として，Passages Irom the Lile 01 a Philosoρher (London， 

Longman， 1864). C以下，Passagesと略記する〕。評伝として， M<iboth Moseley， 

Irascible Genius， A Lile 01 Charles Babbage， lnventor (Hutchingson of 

London， 1964). Walter Lyle Bell， Charles Babbage， Philosoρher， Relormer， 

Inventor: A History 01 His Contributions to Science (λThesis submitted 
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to Oregon State ，University， 1975). A. Hyman. Charles Babbage : Pioneer 

01 the Modern Comρuter (Oxford U. P. 1982). 

計算機に関連してはつぎの文献がある。L.H. Dudley Buxton，“Charles 

Babbage and his Difference Engines ヘTheNewcomen Society Transac. 

tions， Vol. XIV， 1933~1934. Philip Morrison and Emily Morrison， Charles 

Babbage and his Calculating Engines (New York， Dover， 1961). H巴rman，

H. Goldstine， The Computer Irom Pascal to von Neumann (Princeton U. 

P. 1972) C末包良太他訳『計算機の歴史』共立出版， 1979年)0M. V. Wilkes. 

“Babbage as a Comtuter Pioneer，" Historia Mathematica， 4 (1977).数

学的業績については， J. M. Dubbey. The mathematical work 01 Charles 

Babbage (Cambridge U. P. 1978). 

邦語文献としては，以下のものがある。赤木昭夫「チャールズ・パベジ(1)~(3)J

WBitll Vol. 2. No. 4~No. 6. 1970年。今井忍「チャールズ・パッベジとその生涯J

『産業経理』第33巻第12号， 1973年。同「チャールズ・パッベジの思想とその業績」

『成際大学経済学部論集』第4巻第2号， 1974年。安藤洋美「チャールズ・パッベ

ージJWBASIC数学111979年10月号。

2) 仲村政文 rc・バベッジの生産力論についてJ鹿児島大学『経済学論集』第7号，
1971年，のちに同『分業と生産カの理論』青木書!古， 1979年所収。植村邦彦「パベ

ジにおける分業と機械一一<資本の生産力>認識の形成(1)一一JW一橋研究』第4

巻第2号， 1979年。以上の2つの論文と私見との相違は，行論において明らかとな

るであろう。

3) 橘 博『工場経営と作業分析』第 l章第 1節 rC・パベイジの工場生産論J， ミネ

ノレヴァ書房， 1970年。茂木一之「分業論と『管理論』との初期的系譜ー←スミス，

パベッヂ，ユーアを中心として一一JW高崎経済大学論集』第18巻第4号， 1976年
〔管理論からのパベジ研究の英語文献については， 本論文に多数の紹介がある〕。

佐藤正雄「原価管理研究序論一一チャールズ・パベッジの研究JW成際大学経済学
部論集』第8巻第2号， 1978年0

4) Charles Babbage， On the Economy 01 Machinery and Manufactures， 4th 

ed. (London. Charles Knight， 1835) p. iii. 

5) Karl Marx. Friedrich Engels: Gesamtausgabe (MEGA) II. 3. 1. Zur Kritik 

der Politischen Okonomie (Manuskript 1861-1863)， Dietz Verlag， Berlin， 

1976， Apparat S. 145.邦訳『マルクス資本論草稿集』④，大月蓄広， 1978年， 532 

ベージ。以下，MEGA. II. 3. 1. Apparat S. 145， 532ベージというように略記

する。

6) Ch. Babbage， Traite sur J.，'economie des Machines et des Manulactures; 

tradut de l'anglais sur la troisieme edition， par Ed，" Biot， Paris， Bache-
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lier， Jmprim邑ur':'Libraire，1833.訳者のピオ (EdouanふConstantBiot，.1803~ 

18玲〉は，バベジと綴しくしていたプランスの物慾学者J.B.ピオ(1774~ 1862) 
の怠予である CPassag古今 p.197). 訳考のどフれま， シナ学者となり，中閣の文物

言と研究しで， w潟字LJIの訳注をつくっ

互 パベ、ジの と議差機

1791年に地方の銀行家の息子として生まれたバベム丸 ケンブリッジ大学

して， 18.17王子にM.A.の学伎なとった。バベジが数学者として設場し

た19役紀はじめ，イギ予 Fえの数学は畿道窮にあった。 1812年にぷベジが総成

に参加した解析学会 (TheAnalytical Society)は，持托〈おいぼ;h)の大

学と対決する純粋ひ主義〈理衿論)J~どかかげた。これは，ニュートン:誌の点

付の流率をやめてライブニ y ツの微分記号を採用することを意味している。

このグループはイギリスにおける数学の復興に少なからぬ刺激を与えたとい

われている O

ハヘりに接械で、数表を計算するという考えがうかんだのは， 1812年か1813

年のころであるとし寸 O 世界に先がけて産業革命を毅験しつつあったイギザ

スは， 同時に世界実品のや心として，世界中から船で際料がはこばれ，また

世界へ製品さとはこんだ。そのさい跨畿となるのが，その航海に欠かぜない正

確な航海震と天体暦である。 しかしさ当時の銑滋腐と天体療には計算上の絞り

が多く， さらに印綿ミスもしばしばあった。パベジは，これらの数表を計算

機で計算し それを儲動的に印溺ずる機械な考えた。当初，政府の議場をひ

き出すことができたのは， このような背景があったからだとみられている。

パベジは階幾訟を費用して， 多項式の計葬を階慈のお参事の讃み重ねで計算

し， えれを歯率機構で行うとLづ構想、役立てた.o 1820~1822年にかけて試作

品がつくられ， これに対して四23年，王立天文学会から金メダルが与えられ

ている。そして，政府の臨時費から1，500ポンドが与えられることになり，

4年間，諮議機関(Differ儲岱 Engine)の作製にとりくん

ろが， .182ま年， 父と棄と 2恥λのう子供さをなくすと L寸悲厳にみまわれ，

病気となった。そこで医者のすずきちもあり， 1827年末から 1828年末にかけ
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て， 滋い口ッバ大韓へ「大旅行jに出かけた。オランダ，プランスi イタヲ

ア， ド子ツ各E惑の製造~鐙技術なくまなく見学して歩いたパベジの鎮か

ら，階差議鶏のことが忘れられることはなく， 強事や機械についての関心も

そこから来ているのであるc こうして集められた材料が『機械と製造業の経

済論iの基礎となっている。パベジは f自叙伝jのなかで，大陸とともにイ

ギロス圏内の製造議，鉱業地域をたびたび旅行し， 商人指にとまって最重な

矯報を集めた響労話可どのべている己

1828年にイギリスにもどったバベジは， 仕事ーを再開した。賎議機欝が必要

とするlE獲さを出すために， また新とく機雑な形をつくるために，多くの新

しい工兵と旋盤が作られた。製機工が常時やとわれ，バベジ岳身，全ての機

械的運動の解釈に科用できる f機誠意吉作表示法J(Mechanical Notation)を開

発している。機械の製作比 1825年に平部獲さとつくった J.クレメント

(J悌ephClement， 1779~ 1おりがや心になった。パベジによって支出された金

額からみると， ~皆議磯関はグレメントの仕事場のうちでー券大きな仕事であ

マコ

グレメントはパベジから数年間にわたり， 毎月30ポン]ごをうけとり，部品

がま確につくられており， 高{緩で，その作製に時間がかかったο この

グレメシトの校事場に， ]. *イットワース(JosephWhitworth， 1803~188わが

欝いていた。 クレメントのf士事場をパベジの住居のとなりに移設ナることに

ともなうあつれきや，パベジ側の支払いの遅れなどが療恩となって. 1833if. 

7月以降，全ての仕事が中断されてし支った。

こう Lた困難と， 父の遺産があったとはいえ在額な紫金が震なり，またパ

ベジ度身が新たな解析接関の構想にうち込むようになったので， 政府も1842

年に財政援助の打ち諮りを可決定した。繕議機関の小モデノレ (1833年:)は満足

な結果を出し， 1862年の万鵠博覧会で残示された。 また，ストッグホノレムの

シ品/レツ (P.G. Scheutz， 1785~1873) がパベジの階差機関につeいての論文を

もとにして，階差機欝をつくっているが:.1，、ずれも一般的には使用されるに

いたっていない。
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機械技術という点からみると， バベジはさきにのベた「機械撃さ作表示法j

を発明するとともに， ダイヤの工具で正確に切削する方法を生み出した0

1869年11月のパベジの言， rパベジがクレメントをつくり， クレメントはホ
イットワースをつくり， かイットワースが工具をつくったという話役しばし

ば聞いたjというのはj最大評価としても， イギロス工作機械工業に大ぎな足

跡なのこしたホイットワースに少なからぬ影響を与えたことは確かであろ

うG パベジは1855年， ホイットワースの標準ゲージ導入の提案を支持してい

る。、

と問時に綴意すべきは， 当時の機械技術の水準の問題である。バベジが

「全ての機械をうまくつくることは， 使用なれる工兵の完成度にかかってい

るJとのべているように， 当待は，主な工作接績の限発途上にあって，機械

の兜成度を機械自体が決定できるところまでにはいっていなかった。ぞれゆ

え，パベジ自身は， 機械とともにたえず工具・道具に対する関心をもちつづ

けていたのである。さらに彼自身の計算機製作用の仕事場の管理ム部品

の製作費用もパベジにとって大将題であった。『機械と製造繋の経済論』の

背景には， こうした問題意議が存在していたのである。

バベジは「科学のあぶ」とよばれるほど， 多くの毒事象に関心を示した。鉄

(軌道)，郵便制度，火山，JfIのトンネノレほり， 燈台の燈火法， ロケット

競馬などの研究に手念出している。また，学会のあり方を批判し，ヨミ

立協会の運営について， 1830年『イギリスにおける科学の衰退についての省

察』で攻撃し， 翌年， イギリス科学振興協会くBritishAs草枕iationfor the 

Advanc邑mentof Science)の創設に参加した。 さらに， 戸ンドン統計協会

(Statistical Society of London)なっくり，これは今廷の来立統計協会となって

いる。札、ろいろな生命保険制度の比較研究』は， !r保険論』の古典といわれ

るもので，パベジの応用数学者としての函を示している。バベジは， 11年間

(1828-1839年〉 ケンブリッジ大学のノレーカス数学教授職にいたけれども，

講義は行なわなかった。なお， 1832年と1834年に，ホイッグ党から議会に立

候補したが落選している。また自然神学を論じた f第九ブリッジウ庁…タ
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23) 

論集jがあるが， これについては別稿でふれたい。

1) λベジの生年月日については諸説があるo M.モズウ翌ーによれば， バベジ自身は

税金手に17均年にpγ ドンで生まれたとしているが， 彼女自身は1791年12刃261=1，デ

ボンジャーのト γ トネス生まれが疋しいとしているくM.Moseley， 0)弘cit..p. 29)。

H.ゴールドスタインもこれ、会支持している (H.Goldstine， 0かcit.，p. 10俊邦訳，

12ベ{ジ)0 A.ハイ?ンはヲ71年12f:l26日j 口ンドン生まれとしている (CBI

Newsletter， Vo1. 2 No. 3. 1安部， p. 3). 

2) J. M. Dubbey， op. cit.， pp. 1O~50. 

3) Passages， dp. cit.， p. 42. 

4) H. Goldst凶器，ot. citリ pp.27-29.邦訳， 32-35ページ。赤木昭夫，荷揚論文科，

314~315ページ。

ラ) M. Moseley， op. cit.， p. 82. 

6} M. Moseley， op~ cit.， p. 8ヲ.

7) Passages， pp. 384~386盗

8} P. Morrison，。ρ.cit.， P・涯XV.

9) M. Moseley， op. cit.身 p.113. 

10) W. L. Bell， op. cit.. p. 240. 

11) The Dictionary 01 Natio彩。1BiogグaPhy.Vol. 1. (London， Oxford U. P. 
iヲ21~1ヲ22) 仏 777.

12) Ibid. 

13) B. V‘Bowd母ned.， Faster tha潟 thought(London， Sir・IsaacPitman & Sons 

iヲ53)p. 12. “Paper on th邑 principlesof tools for turning and planing 

metal語 byC‘Babbag邑，"in Charles Holtzapffel， Turni梓gand mechanical 

maηipul atio1l. V 01. II.くLondon，1875) Appendix AS， AT‘ 

14) M. Moseley， op. cit.， p. 114. 
15) B. V. Bowden， op. cit.， p. 13鋪

16) J. G. Crowth告r，Statesmen 01 Science (London， Th告 CressetPress， 1965) 
p.267. 

17) C. Babbage， The Exposition 01 1851 (London， John Murray， 1851) p. 173. 

傍点はj京務省。以下同様。

18) Passages， chapt. 33. 34. 

19) C. Babbag母，Reflectirms on the Decline 01 Science in E時 'land側 do匁 Some
01 Its Causes (London， B. Fellow制パ830).;<ド獲をめぐる論争は， 19世紀前半
イギ担ス科学史研究の慈愛テー?の lつであって，多くの文献がある。

J. T. Merz， A History 01 European Scientific Thought in the Nineteenth 
Century (1896， rep‘ed.， Dover， 196のVol.1. chapt. III. L. P. Wil1iams， 
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“The Roy器1Society and Founding of. th日 BritishAssociation for. the 

Advancem♀nt of SCIence，" Notes側 dRecords 01 .the Royal Society 01 

London， Vol. 16. 1961. E. Ashby， Tech施。logyand the Academ.csくLon-
dun， M現αnil1an& Co. 1舎の)， 島問機次郎訳『科学専主命と大学』中央公論払

lヲ671手。 N.Reingold.“Babb設geand Moll on the Stat邑 ofScience in Great 

Britain，" The British Journal lor the Histm・y01 Sience， Vol. IV. No. 13‘ 

1968. A. D. Orange，“The British Association for the Advanc母mentof 

Science: the Provincial B乱ckground，"Sci仰 ceStudies， V 01， .1. 1争71場 J.B. 
Morrel，“lndividualism and the Structur母 ofBritish .Science in. 1830，" 

Historical S勿diesin. the Physical. Sciences， Vol. 3， 1971鍵 ce二の論文は，
が計算機に対ナる政府の援助の消滅と， ヨ::iI.協会会炎への偶人的うらみとに緩びつ
いていたとしている)0A. D. Orangiふ“TheOrigins of.the British Association 

for the Advancement of Science，" The British Journal lor the History 01 

Science唯 Vol.VI. No. 22. 1972. 

20) C. Babbage， A Co隅，pa:rativeView 01 Va:rious lnstitutions lor the Assurance 
01 Lives (London， J. Mawman. 1826). 

21)刀zeDictio仰り 01Natio開alBiograPhy， Vol. 1. p. 778. 

22) . P. MorrisQn，。良.cit.， p. xxix 

23) The Ninth B:ridgewater T:reatiseくLondon，John Murray， 1837). 

盟 出販経韓と目的ー序文・序章‘の分析一

ように， パベジ F機嫌と製造業の経済論』は，彼の階議機械製

作と結びついて生み出されたものである。

「ヱド言警は， その綴作のために長年かかってきた計算機から生まれた綴5誌の iっと考え
ることがで、きる。この10年間，機械的技術の多くの源泉を知ろうと試みる践的で大陸と

イングランドの仕事場と工場の多くを訪ずれることにひかれてきて， 私は知らすご知らす認

のうちに それらに共通の原理が適用できFるというもう 1つの研究テーマが自然に生ま

れてきたJ(p. iii)。

ここでのべられてい/$ように，本蓄の研究にあたっては， パベジの精義機

関作製ム それに関連しで，彼がおとずれた大陸とイギヲスの工場，仕事場

の生産投衡とのかかわりにおいて， ~皮が提起している「機械的技術の原理」

を分析することが不可欠である。パベジが f政治経済学のいっそう抽象的原

理にふれるにあたり，それがよってたつ理由、を短くのべたあとで，事実と逸
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話によって， それをうらづけようと努めたJ (p. v) と強調している点から

みてもとりわけ留意すべきである。

つづいて序文は，本書の意図・ねらいについてこうのベる。

「製造過程の一般的原理と相互関係をたんに理解するだけならば， それはかなりの教

育をうけたほとんど全ての人々の能力の範囲内にある。工業国で地位を占めている人々

は，それ町らの諸原理についてまったく無知であるということはゆるされないJ(p. iり。

こうして，ューアと同様に， 支配階級に製造業の原理を知らしめる意図が

語られている。さらに，第2版序文は，本書が発売2カ月で3，000部売れた

原因の一部として， ①この国の仕事場で行なわれている好奇心をそそる過程

をわかりやすく説明したこと， ②この国の製造所を支配している一般的原理

を簡単に概観しようと努めたこと (p.vi)をあげている。本書の意図がそれ

なりに達せrられていることを示している。

本書の目的について，序章 (Introduction)は， つぎのようにのべている。

「本書の目的は， 道具と機械の使用から生ずる諸効果と諸利益を指摘することであ

る。 すなわち， 道具と機械の作用方法を分類しようと試み，人聞の腕の熟練と力に

かわる機械の利用の諸原因と諸結果の双方を明らかにすることであるJ(p. 1)。

この記述で注目すべきは，①機械のみでなく， 道具をも考察対象に入れて

いること， ②そのうえで，機械利用の諸原因と諸結果とを分析Lょうとして

いること， ③機械を「人間の腕の熟練と力にとってかわるもの」と規定じて

いること，である。 このうち③は，マルクスの機械についての規定「機械と

して労働手段は， 人力のかわりに自然力を利用し経験的熟練のかわりに自然

科学の意識的応用に頼るJ(Marx Engels Werke， Bd. 23. Das K，ゆital，Bd. I. S. 

407.邦訳『マルクス・エンゲノレス全集』版『資本論』第l巻， 503ページ。以下，MEW. 

Bd. 23. S. 407， 503ベージというように略記する。)の出典ともいえるものである。

つづいて，序章は本書の目的を， 第 1部「機械についての部分の分析」と

第2部「製造業の内部経済と政治経済について」の 2つにわけで考察するこ

とを予告している。
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N r機械と製造業から 諸利益jの分析

(1) 第1窓「機事実と製議業か 諸利益の瀧泉J

第1主主は， r機棋j と「多数の倒人(J)生産J(p.120)を意味する f製造業j
から生ずる語科議を，ーその瀦泉について3つに分けて考察している o 1つは

「入閣の力に対して加えられる付加J(p.6)であって，風，水，蒸気などの

自然力と動物力の剥舟である。その事例jとして， ローラーなどの道具と石け

ん，グ!Jースなどの補助材料もあげられている (pp.6~8)o 2つは「人認の

時間の館約J(p.8)で，その倒として，火薬 (p.8)や紙声管 (p.9)があぜ

られているけれども，これは f製造業における機械:1(p.8) としては必ずし

も適切ではなし、 3つは「みかけ上は平凡で鱒{肢のない物質を価値あ

物にかえることJ(p.6)であって，鋳掛け技術，際物金属利用による染料製

(pp. 1l~12) などの事例があげられ， r小さな{隠値の原料た使用すること」
(p. 11)として総揺されているo のちに第18意「膝料にづいてjでとりあげ

られている。

つづいてバベジは， と機械について分析を加える o まず r道具につ
いてJ(p. 12)こうのべている。

「滋兵と機械の向の差異について，緩めて厳密に区別することはで、きないし， 家たそ

れらの用語の一般的な鋭拐で，それらの意味をあまり厳療に限定する必婆はない。遊Jえ

は…般に機械よち挙純で， 通常はそFによって使用されるが，これに反して機械は応々に

して動物や蒸気力によって動かされる。 より鋳単な機械は， しばしば一定の骨組?とおか

れた， 1っかそれ以上の道具であり，動力によって重きかされるJ(p. 12)0 

パベジは， 滋具と機誠の区別を厳密に行なうことはできないとしながら

も，前半額では陸部の蒸準を動力に求めている。 これは，道具と機械の区部

の基壌として「袈笠的jなものであって， のちにマルクスによって批判され

る。 しかし，後半認の規定，すなわち「一定の骨組におかれた lっかそれ以

上の道具であり， 動力によって動かされるjは，第19章「分業についてJに
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おける機械の恕畿のさ事艇となっている。道具のタ~として，針盤遣などをとり

あげくp.12)， f労{勤者に， 大へん寵測となる， i騒加的なモドの説け」

(p. 14) と佼欝づけ， 万力や身障者用の議ゑ (p.15)を示している。

つぎに，パベジは， 機撲の目的を区分して，岳「動力を生産するために別

用されるものjと@iたんに動力の低導と作業の遂告を問的としたものJ(p. 

16) ~とあげ、ている。このうち争動力機については， 風車や蒸気力の利用

し， f力の方向をかえることはできるが， る運動の農を増減する

ことはできなし、J(p. 17) と鑑定している。これに対して， 窃はイヌ導壊と作

業機をあわせて指講したものであるが， {去導機については独自にとり出し

て， i動力が依導される稜域的要態 (レバー， f常事， くさびなど) の分

のなかで， その使用によって，カを得ることはできないが， 力てと結合するこ

とができるということが示されたj句.16) とのべている。 しずこカ:って，

導機と作業機を実質的にほ別していることが切らかであるけれども， 作業機

については， ここで考察はしていなし、 前稿で考察したように， ぷ丸一アの

「機績の分類jは， これをひきついでおり， さらにマルクスも F経済学批判

鱗』 で引用している (MEGA.II. 1. 1. S. 291.邦訳488ベージ。 MEGA.II. 1. 

2. S. 56ヲ〉。

(2) 第2章 f動力の蓄積J

第2 「機棋と製造業から生ずる諸科援」 の第l瀦泉である 「人揖の

カに対して加えられる付加Jを生み出す動力機に関連して，

あげ， iJJlま穫をはじめる前に， 発揮されるカの一部を保存し，

はずみ車評をとり

濃縮するため

のいくつかの機按的方法J(p. 21) と規定し， その応用例として， ノ、ン相マ

(p. .22) しているQ

(3) 3 「動力の鏡読む

第3裁も興じ動力機に関連して「榛棋が{動く速疫の， i均一性と安定性.は，

機械の効果と耐用禁罪聞にとってともに本質的であるJ(p; 27) とのベ，
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機関の識速機などをあげている。 ザ動力にともなう制織機構の必嬰住者ピ示eした

ものとして，興味深い記述がみられる G

μ) 第4章「速震の増大と減少j

つづく第4意から第6叢まで、は， r機械と製去を業から生ずる緒利益」の第
2源泉すなわち f人間の持聞の鮪約J~こ関連じている。まず第 4寧は，人間

労鶴の f動作研究j を行なっている。「λ体の麓肉に生まれる疲労は， その

各々の努力に使われた実際のカに依存するのではなく， 部分的には，それが

発揮される頼度に依存しているJ(p.30)， r人間や動物が動く速度と， 々れ
が運ぶ重さとの関の関係は大変重要モあるJ(p..31)というのである。そし

て， パベジは， 道具の改良度との関係で「労働の節約J(p. 31)がどのよう

に行なわれるかを分析して， 道具から機械への変化を「速度の増大から主主ま

れる節約J(p.32)とみなしている。また，電信に対して， r情報をど大きな速
度で広がった線によってはこぶ機減J(p. 36) と している。

(5) 第お霊堂 f諸力の作ffl時織の拡大j

第5宝きは，時計やE李総をとりあげて， r諾カの作用持聞の拡大J~ど「議械
便F認のもっとも一般的で夜用なものの1つJ(p. 38)と し， スプザング

で動く自動装寵くautomaton)を，この部類に入れている。このようにィバベ

ジにあっては， 自艶装穫は r諸カの作用時間の拡大j という佼置づけなさ
れており，ユ…アの自動装量織と対上とされよう。

(6)一第6章「自然の作用における時間部約j

61容は， r自然の作用が重要な効果をもっ， なんらかの過緩を審 機援の
力が艶進ざ宅金るJ(p. 40)なめし皮法 (p.40)や犠素漂自治.42) の併を

分析している。 これは，化学産業にみられる臨然過程の加速度的利用に典型

的であって， パベジはこれを「機械的科学ではないがa科学が製造業の実際

的筏的に利用された主主目すべき鵠J(p益 42)とみている。
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(7) 第7意「入力に去ってあ変りにも大きい諸カの'行使と人間の技巧にとっ

てあまりにも織絡な作業の遂fj-J

つづく第7章と第8章はき 「機械と製瀦業から生ずる諸利益Jの第1源泉

「人時のカに対ーして加えられる付加jと第2源泉下人間の時開の蹄約jの双

方にかかわる問題を分析している。支ず第7掌は 2つの問題をあつがって

いる。 1つは， rある時点で， 多くの人間の全部の力をと発機2号令るには， な
んらかの熟練んかなりの装援が必要であるJ(p. 47) という， 大規模な協

業の管理と指揮の際題である。バベジは，ふジブトの巨大なま三の運搬，鉱山

の巻き上げにおける信号の利用 (p.48)， 蒸気力の利用 (pp.49-50)をあ

げている。しかし，協業をそれ自体としてとりあげてくわしく分析している

わけではな<， パベジには独自の協業論が欠如し，分業論のみが存在じでい

るということができょう。 2つの問題のうち，もう lつは「畿細な作業jの

方法について，銀行券の印刷， 図体の粉砕，などの例iセあげて分析している

~pp; 51~53) 。

(8) 第8章「作業の記録j

ム第8主主は， まず f機械によってもたらされる大き従諸潤益の 1つは人間主

体の不注意，怠惰，不誠突きに対するチェ γ グから生ず、るJ(p. 54) と， 機

械の意義を，人間の不詑意，窓?棄を防ぐものとおさえている。そのうえで，

この例としてさまざ家な記録機械をとあげている o というのは r同じ事実の

くりかえしを数える程，疲れる仕事はないJ(p. 54)からである G パベジの

示す記録畿械比 ベドメーター (p.54)，キャリコ長さ記録機 (p.54)，タ

イム・レコーダ… (p.55)， アルコール度測震計 (p.55)， ガス龍ffl最メー

ター (p.56)，水道使用最メーター (p.57)， パロメーター (p.57)， 爵量

計 (p.58)，時計 (p.58)，響報告号 (p.59))， 震度計 (p.60)などである。

1) ユーアカ1パベジを念頭において， r学革委のさ控論j として批判した対象事例jの1"?と
みられるが室定かではないo A. Ure. PhilosoPhy ofManufactures，' 183広pp;23 

~24. 
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(9) 第9猿 f慌用擦料の節約j

9意は， r機械と製造業から生ずる務純益j の第3源泉下みかけよは平
凡で価値のない物資安値髄ある生産物にかえること」に関連して， 道具や横

按の改良による，使用際料の節約a-分析している。すなわち吋幾械によって

告なわれる全ての繰作の正確さと， そうしてつくられる製品の正篠な類似性

は，ある場合に大へん重姿となるかたりの原料消費の節約を生み出J(p.62) 

し，道具念改良することによって魔楽物を少なくするので、あるG バベジはそ

の例として，木材加工機械の改良による溌材の節約 (p.62)と，同3腕撲の改

良によるインクの節約 (pp.63~65) をあげている。以上の部分は w資本

論』第3犠第6意「不変資本充用J二の鱗約j における「より良い畿績による

罵の減少J(MEW. Bd. 2ラ.S.九 102ベージ〉の素材となっていると推定され

る。

勝第10家 1-隠種類であるときの社:事の間一位ι 異種類であるときの仕事
の正確さについて」

第10章と第11撃は r機根と製造業から生ずる諸持益」の3つの糠泉とは
掠自に 3つの諜主誌をも規定する藷利議を分析している。まず第10意は，仕

事の間一性と正後さを保鱒するものとしての機域， とくに旋畿のE重要性を強

し

要な科益の 1つであろうJ(ωp.66紛)として， 工具送り台つきの旋盤による作

業の正確さを分析している (pp.67-68) 0 

制 策11章「複写についてJ

第11掌は， 第10主誌をうけて， r仕事の とI討をさ」が， 援写の原理に

依存しており， これによって雛品の安舗が生まれるとのべている (p.6針。

バベジは， この護学の技衡をまず， 部問販印腕，@品瓶印崩，@鋳造，④

謹取り，窃持出し，母持抜t!， ひきのばし，@変更された寸法での複写，

に分類する。
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争図版印刷は， 鍛絞印鱗，鏑への彫刻， レコード，シリング…からのキャヲ口印刷，

型紙からの印刷など (PP.70~72) マある。@凸版印綴は，阪水印刷，移動活字印刷，

スデ口絞勾溺，会文学，凸版合キャ翌コ印刷，油布への手持続，文学の複写，磁器への勾

枇五五版印麟 (pp.73~77) で、ある。③鋳迭による複写は，鉄，ブ世ンズでの鋳造，せ

っこうでの類製，ろうでの幾重立 (pp.81~84) である。必型取りによる複写比 レンカ、

とタイノv，浮彫り磁器，ガラス均三重，間角ガラスボトんなど (pp.85~ヲめである。⑤

打出しによる複写比コインとメダノ久主要綴のための装身7~'" ボタンとクギの頚など

(pp. 94~95) で、ある。⑤抑抜きによる複写比 ボイラー用の鉄板 (pp.96~97) など

であるo (J)ひきのばしによる複与は，針金のひきのばし 管のひきのばし鉄の圧延

(pp. 合8~99) などである。③変更された寸法での複写では 九巡り，ダイス製，ねと

妓)1)綾などの4i-緩の旋毅をや心にとちあげられ， わら事前とその執っぱの正確さFによって

のみ， 生獲物の各部分に幸子複しなければならない部品の完全な丸容が確保されるJ(p. 

101)と，いわゆるマザー・マシンの燦燦がのべられている。

最後に r複写の療理比 ……生産される製品の均一世と安備さに寄与し
ているJ(p.113) と総揺されている。パベジがとりあげている楽部の塁審さ

におどろかされるが r複写j という項釘で， 印刷から鋳物， 旋盤を一括し

ているので事例として不薄弱とみられるものもある。 しかし，パベジの見解

の独自性は，大きく「複写の原翠jをたてて， それを f製品の均一伎と安{泌

さjに事寄与するものとし そのなかに旋畿を中心とした接被技術を位置づけ

ていることである。

総第12叢「製造所観察の方法にwついてj

第 1郊の米露・第四重量は， r内外の工場合務発さ 好奇心なもって検討

しようとする人々J(p. 114)に， 製造所観察の方法をど示している。そこで

は， 数学者のパベジらしく， rとくに数にかんしては， できるだけ早く
留めておくJ(p. 114) ことが強襲され，つぎのような詳鍛な調査表が示され

ている O

〔一般機査表J(pp‘ 115~116) 

機械波衡のなんらかの描写概授は， つぎの点についての情報を含むべきγである。

。機械技術の膝丸とくに発防のS，イングランドに導入された院の緩察。 o原料導入
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蔚の状態鶏達先，鏑絡の概要。 O 同一製品の多種憶はつの施設で生嫁されている

か，iJ誌の施設でか，その場合，工程にちがいは議うるか? .0製品に予想される欠格?

G 代替品もしくは綴怒品の使用状況? 0 作業腐の工場主による許容範関? ο製品の

試験方法? 0筆緩差品の重童畿傘を乞， 数宝蚤鼠量&， 原料との比絞" 0主滞手

Z正E主競延小5宛努{錨麗絡? 工3兵主{供宍給2務雪は畿かエ仁場ご主とか労f働勤寺義器靭会か、-?工仁主兵L修翌滋護J恕区当』は比主ふ， 工場3栄芝訪会か込

労{働劾老治か忌寸? 0機械の紫F周詩は? 0年筒綴耗額， 漏溺1開用期関? ο機械生綾寺者雪の手翁潟ぎ子匂安無総襲ゑ， そ

の金綴鈴所? ο機械tは主幾迭所でE生色産，禰修されるかワ Oおとずれた製造所のふ工複数()， 

各エ緩の人員数， 生主主数量? 0イギザスにおける年間生産設? ο製造所投下資本の

ま築様? 0イングランドにおける業界の主要工場， 海外におけるさ主要工場所在地? 。

関税，泊費税，奨励金の状況，過去における改正状況， 過去における輸出入状況? 0 

品質の災なる問機類製品の輸入状況? 0製造業者対中路商人の輸出もしくは絞売状況

つ! らびに反対給付の製品名?

〔各工程は別々の概要が必要だから，多くの黙なる製造所には，一般に下

記の機要で十分で、あるJ(pp.116~1l7) 。

c )，製造業( )，場所(み名前( )， 日付( )0 0爽施方法，必要な
らば使用二と具機械の機姿図。 o機械に充当すべき所華客人員。 o作業員， E号()， 女

( )，子供( )，その割合。 o1人当りの草壁銀，努( )， .た( )，子供( )0 0 1 

日i人きおちの作業時間。 。連総経夜主義芸能塁手入の必要性。 o出米康食銭制か， 1待問賃銀総

か? 0工具討会えあ補修私工場主か労働者か? 0所撃を熟議案鼠 所重要修業期間C)0 
o作殺のくりかえし回数( );(1日当りもしくは 1!I季競巡り)0 0 fJ:損数(1.000き詩

的()?o 0 f支援護警の~号主義状況，ユ:緩急か労働者か? ο位援の処綬? 0同一工審設

を反復利用する場合には，寸法のま撲滅状況，反復による綴失?

以上めように議査項目は多岐にわたっているが， とりわけ注呂されるの

は， この時代に「議事作研究J，r時間欝究J~旨提慈しており， そのさいに「持
計をもって， 作業を測定していると， 作業者はその速度を増加さ{l:J るの

で， r観察されていると;意識していない時J拾.117)に， これきと行なうこと
が必饗であるとのべていることである G

1) レイモンド・ヴィラ…スミ事， 矢野宏訳『ダイナミッタ・マネジメント』日本生産倣

本部， 1ヲ弱年， 13~14ベージの訳を参照した。

v r製品原犠低減J(J)分析
司

(1) 第13章 f製作と製造の間のIR到についてJ
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第2部「製造業の内部経済と政治経済についてj の瞥頭第13章「製作

〈ロlakinがと製造 (manufacturin貯の簡の区別について」は， r機械科用を鏡
1!iIJしわが大工場の内部マピ支配する経済的原理は， …日機械的原壊と関じよ

うに大罷業国の繁栄にとって欠くことができ?なしづ (p.119)ということばに

よってはじめられる。パベジにとって F究極的には， 製造業に錠選手する

の人々の全能力は 1つのg的すなわち， 長い製品を，もっとも安い可能な

原語で生産する技術に集中されるべきJ(p. viii)であり， 経務的原理もこ

こに集約され， とりわけて「襲品価格認減J(p. 120)への努力が強調され

る。バベジは，製品銭務低下と消費増大との関係を示す資料~文築の重要性を

のベ， 所得階欝別に製品{溜務の低減効果が異なることを力説している (pp.

119-""'120)。

パベジによる製作と製造の差違の把援は r製作とは少数の縄人の主主~を

ざしていい，緩迭とは多数の個人の生E撃をさしていうJ(p.120)が， とれば

なによりも藍議による原11環器減効果を重視するからである。なぜなら，パベ

ジはそこで船舶用タンクのさ主産の例をあげて， 3量産による原舘低誠な計算

し， さらに「製作者 (maker)が製造業者 (manuf品ctu胞のになろうとすれ

ば，……彼は販売する製品をできるだけ抵藤翻で餐悲しうるよう， 工場組繰

全体を慎重に譲整しなければならなLづ (p.121)とのべているからである。

パベジはさらに， 競争が各製造業者に謀{illi{~減を強制し，これを「いくつか

の工程の費用そ節約することによって襟償J(pp. 121 ~ 122)する方向へむか

うと強調している。 このように，パベジにあっては，経済的滋理とは f製品

躍額低減jな基軸として把撲されているのである O

(2) 第14章 f交換の媒介としての貨幣について」

第2部の前半部，第14霊堂から第21章までは， さきの「製品原髄低減」

援かかわる諮問題?とあてられている。第2!援で新しくづけ加えられた第14章

はJ第17叢「貨幣により総定されたものとしての髄絡についてJの， いわば

前提をのべたものである O すなわち，貨幣の本質さと「全ての商品の倍鎮め，
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共通の尺度J(p.123)ととらえ，金の儲{臨 (p.125)， 銀行券，

と紙幣の髄値低落 (p‘129)などの時惑を考察して， r全ての物財締{疫が貨幣

鋳賞紙幣，

第32考会経済学研究34 (310) 

貨幣髄億の変動ができるだけ小さ〈ゆるやかなこによってばかられるので，

とが，社会の全般的福利を認すことは明らかJ(pp. 131 ~ 132)であると強調

アダム・スミスなひきついでいる。

第15:1震「鮪格に対する検査の影響について」

第15意は，繭格に対する捷乱カ (p.134) としての検査費用を検討し匂い

るO というのは， i矯資者にとっての藤艇とは， 契約した良さの緩度さと，そ

の製品がもっているという事実合検査する原備を加えられた倒格J(p. 134) 
たね

だからである。パベジは，種 (p.135)， 

(p..137)，薬品 (p.140)などをあぜて，

されているG 貨幣論の内容は，

(3) 

アイルランドの亜麻貿易 (p.136)， 

検査費用が原揺をど高めてレース

いる慨を指揺している。

r~ シングル・プレス・レ}ス業における検華去の概念とりあげて，バベジは，

拡大鏡を使用しレース』と rダブル・プレス・レース~ ~区別するために，

という下院の証言を引用している。マルクなければならなかったJ(p.138) 

この部分を念頭において， H861~1863年草稿j ノート V-183でζ う

のべている。すなわち「……商業において詐欺がなかったなら，通常の商業

諸部商に顕微鏡の用途が見いだせたであろうか? (ノごベジを見よ)J(MEGA 

ス&1，

マルクII. 3. 1. S. 283， 497ベージ〉。ここでパベジは拡大鏡といっているのを，

スは顕微鏡とうけとっている。

第16章「錨格に対する離用性の影響についてj)
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議論的な混乱がみられる。すなわ払 パベジによれば，

耐久性は，永続的な仕方でその原舗に影響を及ぼすJ(p.147)， rもし製品が
るのに支出された努働

しかしここでとL、う OろうJ(P..148) 

決してすり減らなければ，その価格は，

の際儲よりも，永続的に下まわる
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は，機械などの価儀移較される部品の耐用鶏閣と， 製品務体の溺周期劉が謹

i湾されているようにみえる。

このような摺題点も存在しているが， 製品の非物質的損耗を内容上指摘し

ている部分も存在している G つまり， 「製品は， 実擦のすり減らし， つまり

部品のすり減らしによって， 古くなるか， あるいは持代の好みの変化によっ

て製品をつくる方法の改善， つまり形やブアッシ ンの変北によって古くな

る。 あとの場合はp その有用性はほとんど減っていない。……それまで梗っ

ていた人々よりもやや下の諮級に安く売られるJ(pp. 148~149) 。 この指檎

は， 第怨主主における機械の非物葉的損耗論の基礎となっているのである。

(5) 第17章「貨幣により筏11窓されたものとしての儲絡についてj

第17主義は「製品原価低減j るにあたって， 貨幣表示の{斑格につい

でこうのべている O 銀の{醤鐘は変北しやすいので， 異なる持簡と関の

比較をすると， 製品がそれで売られている賞幣価格札談品の纏値について

比較的小さな{警報しか提供できないJ(p， 152)。 そこでパベジは， ノ、 ミン

フゲムにおける数年間の，特定品目の価格一覧表を記録している (p.153)σ ャ

」ー

うして紫幣表示価格の吟味を経て， バベジは「製品鱒格の大きな低減jの6

つの康障をかかげる。

①通貨{泌{直の変化，@鋒貨に対する事務姿治大の結果としての受注総綴の潟大， ③資本に

よって生産され，利用されている利燃の考誌が低減すること，@これらの製品が製造され

る原料側柊の低減，⑤使f召されている康科がよワ小さな主義勺あること，たぶんある場合

には，技量の資がおとること， ⑤よち少ない労働によって同じ効3誌が生まれる改良され

た手段 (pp.156~ 157)。

(6) 第18章「濠料についてJ

第18意は， さきの「製品鱈格の大きな抵滅jの6つの康調のうち， 告とな号

を分析している。パベジは， スミスの労{効{酪{遊説の立場にたってつぎのよう

にのベ::50

「なんらかの製品の潔{簡は， 究i径約に分析すれば，それによ叩て生産される労働の霊



36 (312) 経済学研究第32考委第 2号

tこ慾元されるけれども， ほとんどの物資の製造きのある状態においては，その物資会原料

とよ νぶのが普通であるの……技術のさるくの製品の価総を原料と労働とが総合して構成し

ている，様々な比率を確かめることは興味あるものとなるJ(p. 163)。

バベジは， 例として金ばく (p.163) やペニスの錨金鎖 (finegold chain) 

(p. 164)，錦，スベ 水銀 (pp.165~168) などきどとりあげて原料と労働と

の比率の分析を行っている。マノレグスが F経演学批判婆融』において rた
んなる剰余労働がどのように原料を増加させるかについては，パベジの，た

とえば金の針金縮ご亡くGoldrahtarbeiのなどを見よJ(MEGA， II. 1. 1. S. 257， 

429ページ)とのべているのはこの部分きどきしている。

班 パベジの分業論

(1) 第四議「分業についてj

1つである O 本章を分析するにあたって留意す

べき第1点は，でにみたように， r製品原簡低減jというバベジの文脈との
関係で木撲を位綾づけることであり， 第 2;点、は，ノミベジがアダム・スミスの

分梁論を「製品原{凶器減Jという方向で深化させた， ということであるO パ

ベジは， アダム・スミスの周知の命題を引用してつぎのようにのべている。

「く分業から生まれる利誌の一一引用者)最も重喜きかっ衛力な原閣が何かについての

私の見解は， まったくのべなかったが，アダム・スミスのことば念借りてこれらの原則

をのべてみよう。『分業の結果多 肉筆交の人々が行なうことのできるfJ:事の盆がこのよう

に大きく機加するのは 3つの異なる毒事情にもとづいている。第Hま，全ての綿々の磯

人の技能の機進， 議~2 比ある径の仕事から他の仕事へと移る場合にふつうタミわれる善寺

鴻の節約， そして最後に，労働を促進し短縮ヤしかも i人で多くの人の仕事が行え

るような多数の機械の発既にもとづくのであるんこれらの条件比 なるほど，'1"べ

て重要な原閣であり， それぞれ総楽に影響を与える。しかし分業の給条，製品の儲格が

{低減するという説痴は号 つぎの原漣を考慮しないかぎり不完全であると事えは思うJ(p. 

175)。

こうしてパベジは， のちに検討するいわゆる「パベジの原理jを索犬北じ

ているのである。パベジはスミスの 3命題:z.さらに6つに分けて検討するに

あたって， r私の意E惑はまず第 1にこれらの原理を簡単に説明することと，
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これまで、にこの問題を譲った人たちが見のがしたと思われる を指摘するこ

とであるJ(p. 170) とのべている。

ノミベジはまず， スミスの第1命題「全ての綿々の職人の技能の増進」をど，

r修業に要ずる時期についてj と窃「修業における原料の浪費について」

とに分けて考察する。 CDr修業に要する時潤についてjはこうのベる。
「…..1つの作業だけに集中すれば， 徒弟のはじめのみダ働きの時間はごく少なくな

1)，残与の大部分の時間弘裁方のために役だたせることができる。もし続方の問に競

争関係でもぷうれば， 徒言やはよりよい労働条件会獲得することができ，苦役の期間を短綴

できることになる。 もう一度くちかえすとつの工程について熟練を修得することは

容易であり， 若いうちから金なかせぐことができるようになる。したがって，これは多

くの毅たちが子供をそのように育てる誘医になる。そうなると，労働殺の数がふえて，

すぐに賃銀が低下するJ(pp. 170~ 171)。

ここでパベジは分業による徒弟鶏闘の短縮を， 親方開と親たちの間の競争

を媒介さ-1tることによって， 鐙銀の低下に帰着させている。 つまり， f修業

に要する持鰐j の短縮は， f製品原融」 中の費銀部分の低誠を主主み出す点へ

の着目である O

@r修業における原料の浪費についてJ(事務 1絞にこの表援はない)は 第18

f原料についてJをうけて，分業による F修業時における原料浪費jの低

減のために，採料潔舗の舷減がおきることが携擁されている。

「…… i人の努が綿々の工程きと次々に修得してゆく場合に出す浪芸警の愛はつの工

程に注意、を集中する場合に出す浪資よりも大きい〈鯵1)ì説~-:l撃にしてみれば肉じである)。こ

ういう見方戸ると， 分幾献は製糊品悩悩務を桟低減さ悦せる〈悌筋船?械緩一竣献大させもしな

させもしない)J(p. 171)0 

CDj修業に要する時間についてjと， 争「修業における原料の浪費につい
てj となあわせて季 製品原価のうち，震を銀涼{加と原料原稿の南部から，分業

による低醗効果を考察して， スミスの 1命題， の鍛々の職人の技能

のj議選」 f製品第価低減Jの商から深化させているのである G なおパベ

ジのいうφrr湾…工穫をたえずくりかえして修得される熟練J(p. 172)は，
スミスの第1命題を f動作研究Jの菌から補足して， えずく

りかえして行なっている労観者は， 必然的に特定部門での技量の程変ーと速度
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が上がるようになるJ(p. 172) とのべ，労{勤者の f技量をと速度jの増大宅ども

とにした生E主主設の増大による f製品諜憾抵戴jへの効果を示捜している。

きてパベジは，スミスの第2命題「ある穣の仕事から他の仕事へと移る場合

にふつう失われる時間の節約J私窃f分業がもたらす科益は，ひとつの

からつぎの仕事へ転換するときに必ず失われる時鰐の一部を節約することj

(p. 171) と岳「道具の交換.J(p. 171)とで分析しているo バベジは一方で

第12章で提J起した「時間研究jによって， 分業が「栓事をはじめるための準

備時簡J(p. 171)と「道具の調整に使われる時間.J (p. 172)すと低減させる

ことを示し，他方で「動作研究Jを1Tない， 分業によって「筋肉の疲労に耐

えるカはずっと多くなるJ(p.171)とのべている。このように，バベジはス

ミスの第2命題を， r時間薪究J，r動作研究j によって深化させようとして
いるのである。

スミスの第3命懸「労働を促進し短縮し， しかも l人勺多くの人の設事

が行えるような多数の機械の発明」について，パベジは， 萄 f分業は工程を

遂行するたみさに i震災や機械の改革容を示唆するJ(p. 173) として考察する。

そこで前半部分は， スミスの記述とほぼ間様の渓際を示しているが，後半部

分では独自の論理をのべている。

「各々のこ!二穫が， 簡単な道具の使郊に遂元され，全℃のこれらの道系の給食、比 lつ

の筋力によって動かされれば，機械をかたちづくる。機工t士道Jえを改良し工程を単純

化することにおそらく最高のできれまえを示すことになろうG しかし，それにはバラバラ

になった技衡を 1つの機械に総合することが必要になるJ(P. 174)。

スミスは『諸国民の富J第2篇序論で r各労齢者の作業がますます単純
化されてくるのにつれて， そうした作業を容易にしたり簡単化したりするた

めに， さまざまの新しい機械が発拐されるようにlなるJとのべている。スミ

スは， 分業による労繍そのものの簡単化から薩畿に機械が生まれると若手える

のに対して， パベジは，労鱗そのものの僑単色→労働手段(滋兵)への対象

化→労働手段(滋兵) の俄!で、の簡単化→その労綴j手段 G護具)の再結合→1

つの動力による駆動， という じをへて，機按の成立合考察している。さ
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すがにこれは， 道具と機械について，第1部においてくわしく分析してきた

パベジにして可能となったものであって， すでに第11震では鱒単な機械を

「一定の骨組におかれた1っかそれ以上の道具であり s 動カによって動く j

(p. 12) と規定していた。 したがゆて，バベジはこの規定に対して，分業に

よる遊具の街準化〈専門北〉をつけ加えたものであるということができる。

こうしたパベジの機械についての定義は， ヅ翌ュッセル時代のマルクスに

よって、注目され， r哲学の貧間Jにおけるブルードン批判に， つぎのように
生かされてL、るo

r......本来の怒味での機械は18佐紀末から存在している。機械を分業の反定立と考え
たり， 細分された労働の統一を回復する総合と考えたりすることほどばかげたことはな

い。機械は，労働府系の集結であって，労働務自身のたぬの，務労働の総合ではまった

くない〈パベジの機械の規定合引用)oJ(MEW. Bd. 4. S. 153， 158ベージ〉。

「機識は，労繍用具の集結であって， 労働者自身のための諸労働の総合で

は三どったくなL寸というフツレードンへの批特は， スミスへの批判でもあった

のである O マルクスは， n861~1863年率繍J ノート V-180 において，さき

の論獲を批判して， r (これは奇妙な論理だ，一一つ~り C機棋が発明されるの

は]分業によって労働が容易にされ短縮されているからだ〔と言うのだJ/ 

こう言うべきだ，一一道具が簡単化され分解され， そのあとでそれらの合成

から機械が生家れるのだ， と)J (MEGA. 11. 3. 1. S. 278， 492ベージ〉とのベて

いる c

そして，詞じ ffl861~ 1863年草稿』ノート XIX-1159~ 1160においてtま，

分撲がもたらす道具の分化，専門化， 鰭単化は機磁の基礎となっているとい

う点がパベジからつぎのように誤取されているので為る。

f……分芸誌にもとづくマニ aファタチ払アにおいて分譲さがもたらす労働用兵の分化，

専門化，僚主幹化ー…労働用具の非字誌に単純な言語作梁への務他的適応一一応 生産様式と

生産務関係な根本的に変奇立する務委関の 1つとしての機械が発践するための， 技術的たお

物質的諮前提の 1つで、ある。 したがって，ひとつの怒味ではパベジは正しく縫っている

のであるσ Il'(分業によって一一フランス議版なしJ4'r特殊作幾が芳三て，ある織占拠なJfJァJ'!.;

の充用に還元されたとき， これらのF自主主の全てを絡会して単一のB変動力で動かすもの，

それが機械〔とよばれるもの一一フランス器援〕である五(フランス語版.230ベージ〉。



であるくp.175)という。

it、ろいろ税皮の逢う熟練とう診カを必婆とするI濯に仕事を分綴jすれば， 工場主は，

LL必姿25れる熟練と労力に最もふさ4しよ労読者差長ぅ52ぷで、き三。ミA
L，人の労働者が全部の仕事念行う場合間三技術が分割されゼいるその役務る

殺もむずかしL、部をこなせるだけの熟練む 最もきをカのかかるE認をやり遂げるだけの体

力の隠ガを持ぜっていなければならないJ(pp. 175~17の。

いて，結綴と織布を{例にとってつ

「……近代の機械が議初に征服する作業比 すでにマニュファグチュア約分業によっ

いた作業だという見解比 およそまちがいでトある。紡ぐことと織ること

とは， マニュアァグチ aア時代のあいだにいくつもの新しい種類に分かれ，その遊具は

改良され変化したが， 労働過程そのものは少しも分割されないで相変わらず手工芸義的だ

った。労働から・ではなく，労働手段から， 機械は出発するのであるJ(MEW. Bd. 23. 

S. 400， 495ベージ〉。

ここでわれわれが強調するのは)r各特殊作業が全て， ある簡単なF器具の充用3に遂元
されることだけではない。そこに含まれていることであるが，これらの簡単な用具の創

造は，分芸誌に発している， という点である。……バベジがここで諮っているのは，たと

えば， 同ーの商品さと[生産する]~ニュブァタチュアのなかで分献しているいろいろ

な様式の作業に， したがっていろいろな労働者に属している種々の用兵を， 念て総合

し組み合わぜて， この綴み合わせた舟兵を lつの原動カ…・・で動かすということで、あ

るJ(K. MapKc IIφ. 3ぉreJIbC，Co刊日開IIH，TO扱 47，3KO滋OMIIQeC豆allpyKOIlIICb 

1861~1863 ro瓦G器， 1973， 113JlaTeJIbcTBo IlomIT別世主主0長 JIIIT日paTypbl. CTp. 402~ 

403. rや主義照悦彼訳 n861~1863年事務抄』大月繋jお， 1980年， 30~32ベ…ジ〉。

つぎの原E壌を考慮しな¥";O、ぎり不完全

スミスの 3命題をさらに6つに分けて考察したパベジ

100にお

『資本論』第1巻第

またそ

もふさわしL、熟練と労力を配分するという

た

だ闘の道具を取り扱う労働者の代わりに一つの機構をもってくるのである

の形態がどうであろうと単…な原動力によって動かされるものであるJ

住95で引用されている。また，

「産業革命の出発点になる機械は，

この機構は一時に多数の開ーまたは同種の道具を用いて作業し

閉じく

ように展開されている o

さきのパベジの見解をふまえたマノレタスのスミス批判は，

以上のようなマJvクスによるパベジの検討の成果は，

第、 2号第32巻

として，

において，

は，分業による「製品原締低減Jは，

経済学研究

ーノジ。へ

13軍第1節「機械の発達J

(MEW. Bd. 23‘S. 396， 491 

さきにみたように，

分割'dつまり，

40 (316) 

ヵ"
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熟練の等級制の利用によって， 賃銀コストを低減させるとし、う原理である。

パベジはピン作りの 7つの工程を例にとって， 時間，原価，賃銀の分析を行

ない (pp. 176~ 187)， 分業による製造原価低減効果を明らかにし Iどの

工程でも， 労働者に必要な熟練の程度が高ければ高いほど，またそれにかか

る時聞が少なければ少ないほど， その工程を切り離して，特定の 1人に行な

わせる利益が大きくなっていく J(p.186)とのベてL、る。このように，パベ

ジが定式化した原理は， I製品原価低減」という目的にそって， I動作研究J

と「時間研究」の手法を使い， 熟練の等級制を採用して賃銀原価を最小にす

るというところにその核心がある。パベジ自身， ~自叙伝』で， I人聞の知識

への寄与」として， 政治経済学関係では第1位に， この「原理」を位置づけ

ている (Passages，p. 436)。

パベジの定式化した原理は， 当然ながら，マルクスによって，さきの「機

械の定義J とともに注目された。まず n861~1863年草稿』ノート IV-166 ，

[b.分業〕の項目で， I分業を基礎としている作業場は， つねに技能の一種

の等級制をふくんでいるJ(MEGA. 1I. 3. 1. S. 262， 461 ページ〉として引用さ

れ， 同じく『資本論』第1巻12章第3節「マニュファクチュアの 2つの基本

形態」で「マニュファクチュアは， 生来ただ一面的な特殊機能にしか役だた

ないような労働力を発達させるJ(MEW. Bd. 23. S. 369， 458ページ〕として使

用されている。 このように，マルクスにあっては，バベジの原理は，マニュ

ファクチュア的分業を特徴づける「技能の等級制J，I労働力の一面的な特殊

機能」を表現するものとして理解されている。 したがって，パベジの「製品

原価低減」→「賃銀原価最小」とし、う文脈はやや後景に退いている。

最後に第19章の末尾において， パベジは， I機械が手作業に比べどんな価

値があるかを判断するJ(p.188)基準として，①機械で作られたピンには普

通どんな弱点があるか，②反面， どんな長所があるか， ③機械の製作の原価

はいくらか，④機械の修理に要する費用はどのくらいか， ⑤機械を稼動させ

るに要する費用はどのくらし、か (p.189)をあげ， 原価分析を基礎とした比

較検討を行なっている。 この段階のピン機械では，手作業にくらべた優位性
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を十分に発揮しきれていないことが示されている。当時の機械発達の段階を

示すものとして興味深いものがある O

1) ここで引用されているスミスの定式化は， キャナンによれば (AdamSmith， An 

Inquiry into the Nature and Causes 01 the Wealth 01 Nations， E. Cannan 

ed. Vol. 1. Methuen & Co. 1904， p. 9， footnote.大内兵衛・松川七郎訳『諸国

民の富CI)J1岩波書広， 1969年， 70~73ベージ，以下 Wealth 01 Nations， p. 9. 

70~73ページというように略記する。)， ~百科全書』の技術 (Art) の項目(ディド

ロ執筆)の「ある土地の他の工業に対する卓越性について」の記述にもとづいてい

る (EncycloPedieou dictionnaire raisonne des sciences des arts et des 

metiers， tome premier (1751) p. 717.以下 Encyclopedieと略記する。桑原

武夫訳編『百科全書』岩波文庫， 1971年， 313~314ベージ〉。

2) 第l版と第2版以降では， 内容上，正反対の意味になる改訂が行なわれている点，

留意すべきである0

3) Wealth 01 Nations， p. 259， 446ベージ。

4) アダム.スミスのピン製造業の事例は， ~百科全書』からとられているのは周知の

ことである (Wealth01 Nations， pp. 6~9. footnote， 70~73ベージ。 Encycloρé­

die， tome cinquieme (1755) pp. 804~808 のドレール (De Laire， 1726~ 1797) 

執筆のくEpingle>項目〕。ノミベジのピン製造業の分析も， フランスのベローネ

(Perronet， Jean-Rodolphe， 1708~ 1794)の論稿を利用している (C. Babbage， 

p. 177， 183， 185)。ベローネは，土木・橋梁学校 (Ecoledes Ponts et Chausees) 

の初代校長をつとめた土木技師であり， 多くの有名な橋， 宮殿， 運河， 道路の設

計，工事監督を行なった。と同時に多数の技師を養成し， 創意工夫にとんだ様々な

機械を発明した (Granddictionnaire univel'sal du XIXE siecie， Par M. Pierre 

Larousse， tome douzi色me，Paris， 1874， p. 655)。また『百科全書』の執筆協

力者の l人でもある(桑原武夫編『フランス百科全書の研究』岩波書庖， 1954年，

35ページ〉。ノミベジが利用したのは，ベローネが機械や道具について論述したものの

一部 (1760年ごろのフランスのピン製造技術に関するもの〉である。 (C.Babbage， 

p. 183) 

5) マノレタス以降， この原理に注目した経済学者は， パベジが一時教授をしていた， ケ

ンブリッジ大学のA.マーシャノレで、ある。 A.Marshal1， Princiρles 01 Economics， 

1890， Macmil1an anrl Co.， Vol. 1. p. 326，馬場啓之助訳『経済学原理llJl東洋経

済新報社， 1966年， 247ベージ。 Industryand Trade， 1919， Macmi1an & Co， p. 

224.佐原貴臣訳『産業貿易論』宝文館， 1923年， 284ページ。最近では， H.プレ

イヴァマン『労働と独占資本』がこれに注目している (H. Braverman， Labor 

and Monoρoly Capital， 1974， Monthly Review Press， pp. 79~83. 富沢賢治

訳，岩波書庖， 1978年， 87~91ページ〉。
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(2) 第20箪「精神的労働の分業J

パベジは第20意の冒頭部分で， r分業は機域的作業と同じように精神的作
もうまく剥用できる。そして， それはともに同じ時認の節約を保障す

るJ(p. 191)という。パベジは，プランス革命後，間違法の利用たうながす

ためにffなわれた数表作製事業を部にとって「精神的作業の分業」を検討す

る。

1792ゑこの仕事の鞍替をひきうけたプロニゥ CProおれ Gaspard-Fran伊is叩

Claiト Ma巾浪花hede， 1755~1おらは.1院の 100 分認に対する対数克三角桑j
(p.193)を20万の数までつくらなければならなかった。しかし， r 3'""" 4人の
熟練した協力者を得たとし℃もj，一生かかってもできないことは明らかで

あった。設がこまっていた時，ちょうど本殿でスミス『諸霞畏の露jの第1

出あったo r彼は， 最初の方のページを一読するやいなや， ある種のイ

ンスピレ…ションによって， 被の対数をピンのように，工場におくという使

法を思いついたJ(p. 193，ツランス諾の報告書からの引用)。

すでにみたバベジの暗慈機関の数学的原理勺ある鵠差訟の応用について，

パベジに先立ち，プ将ニーは理工科学校透colep令lytechni郁めで講義を行な

っていた。ブロニ…は，人員を3つの部門にわけた。第1部門は， 5'""" 6人

の数学者からなり r単純な数f産計算にもっとも容易に利用できるものを調
査j(p.194) し，公式をつくる。第2部門は，数学についてよく知っている

7~8 人からなり，公式に数髄を入れ， 第3部門にこの公式を寵分ずる (p.

194)。第3部門は， 60~80人で r第 2 部門からある数言どうけとり，簡単な

たし算， ひき算以外は行なわなL、j(p. 194)0 2つの作業場で別々に殉じ計

算を行ない，瓦いに検算きとしたゆ.193) 0 

こうして計算した数表は17巻にものぼった。第1部門は許算請を務を行なわ

第3部門は， r最小の知義と最大の仕事:J会f必要とする (p.195)。つま
り， 構想、機能と実行機能の分縦という一種の「ライン・スタずブ制度J"(.あ

る。パベジの計算機は，この第3部門の役割を代替するように構想されたも

のだったのである (p.195)。
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第20撃は，これまでのパベジ研究において， とくに詮尽されてきたところ

であるが， 第1に留意すべきは， 第20態が第四寧で訴された「パベジの探

の議用例として， すなわち「分業の効果は，機接的作業であれ，精神的

作業であれ， 我々が各工緩にそれに必饗とされる議の熟練と知識宮購入し，

利用できるJ(p.201)点を切らかにするため ことである。したが

って，あくまでパベジの関心は， rパベジの康潔」にあるo
第 2に寝室:ずべきは， 第20意で展開されている内容はたんに惣像や仮定に

もとづいたものではなく， バベジの計算接作製に関議してパベジが龍獲し

フランスにおける数表作製の事実経過に到していることである。そし

て， この数表作製事業は，スミスの分業論に kントな得て構想されたもので

あった。 したがってやはり，基礎にスミスの分業論が存在しており，数表作

製業計算業務へのその適用例としてみなければならないであろう。それゆえ

にこそ，マルクスによって，とりたてては注目されなかったのであ》。

dてノミベジは第20章の末尾において， 鉱山を怖にとって r議務の賢!!Jjな

配分J(p.202)の結果として， rw管理労働Jの階麗的，職能的分化jをのベ
ている。パベジが「鱗神的労働の分業」 「管潔労働の分業jにまで1Aげ、

て把爆しようとした端緒な示しているといえよう。

1) ブ口ニ，---1之 さきにふたベローネの後継えきであり 18∞-1840冬ごろのフランスに
おける工学と工学教育の指滋殺で語うった。 ヅ口ニーは， 土木・橋溌学校を本業し

て， 1783生存， ベpーネの助手となワ， と木・橋梁建築学と解析学を理事門としてい

た。 17ヲ0年にはず新水理建築学』を出版し 17ヲ1年に， ブラ γス課税主主誤U1設図の局
長に任命された。そして， 1792塁手にこの数表作製を皇室'援した。 1794王子には，公共土

木中央学校 (EcoleCentrale des Travaux Publics，翌年，理工科学校となる〉

創立にあたり，解析学の教授となった。 1798年からは，土木・橋梁学校の校長とな

り，学校の近代化を行なった (Dictio銭。ryof Sci側 tificBio graρhy， VoI. 11. 

N悲wYor九 CharlesScribner'詰 Sons，1ヲ76，pp. 163-166)。
2) C. Babbag日， ALett合rto Sir Humphry Davy， Bart.， Pr母sidentof the Royal 

Society， July 丸1822.in P. Morrison， ot. cit.， pp. 2ヲ8~305‘

の 岡本では，赤木恕炎，前掲論文 ((1)，315-317ページ〉が， バベジの音u軍機の紹介
とあわせて，ブロニーの数表作製について検討した先駆的な業績である。 この論文

にもとづいて，中間哲郎「工穏についてJ(W経済セミナーj1ヲ78年4月号， 56ベー
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ジ， のちに『技術についての13章』日本評論社， 1979年所収)は， r工程分割が先
行しそれにうながされて労働手段が後から登場する例」として， プロニーの「計

算工場」をとりあげている。 しかしさきにのベた2つの留意点はまったくかえり

みられず， とりわけプロニーの「計算工場」がスミス分業論の計算業務への応用例

であることが看過されているO

4) 茂木一之，前掲論文， 94ベージ。

w r製品原価分析」の意義と方法

(1) 第21章「製造業における部門工程原価について」

第21章は， 第14章以降とりあつかってきた「製品原価低減」に関連する部

分の一応のまとめであって， 製品原価分析の意義と方法が具体的にとかれて

いる。パベジによれば， I機械と労働再分割の原理の利用」は，大きな競争を

導びき， このことは各生産者をして，製品原価低減にたえず注意を払うこと

を要求する (p.203)0そのために「機械の損耗と各工程の正確な費用を知る

ことが重要となるJ(p.203)。原価分析の第1の利益は， I改善がなされるべ

き方向性を指摘してくれることであるJ(pp. 203~204)。そしてパベジは，

第19章のピン製造業の 7工程についての時間分析， 原価分析を例にとって，

どの工程を時間短縮すれば，原価低減に一番寄与するかを分析している (p.

204)。

つぎに原価分析の例として， ジャワ島における綿布価格をあげ I機械が

粗製で，手労働が大へん安い固における製造費用J(p.204)を分析してい

る。それによれば Iジャワでは， 紡績費用が原料価値に対して 117%であ

る。青染色の費用は原料価値に対して45%である。織布のそれは，原料価値

に対して 117%である。細糸紡績の費用は，イングランドでは，約33%であ

るJ(pp. 204~205) とし、ぅ。 この部分の記述は， r資本論』第1巻第13章第

2節「機械から生産物への価値移転J(MEW. Bd. 23. S. 413， 511ベージ〕に引

用されて，素材として利用されている。

さらに，パベジば，この本自体の原価分析を aくわしく行なって， 結果とし

て，書籍業の「営業の秘密」を暴露することになった。
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1) その内容については，

L、。
佐藤正雄， 前掲論文が詳細に検討じているので参照された

(2) 第22章「大工場の諸原因と諸結果について」

第22章は， それまでの「製品原価低減」の分析をうけて， 第2部のテーマ

とくに「製造業の内部経済」である「製造業の内部経済と政治経済」のうち，

を分析しようとするものであるが， 中心的なテーマは， 生産単位の大型化，

パベジのいう「大工場」 のよってきたる諸原因と諸結果を分析している。

パベジはまず「大工場の諸原因」を， 「製品原価低減」を軸にして， ①分

業の「倍数比例の原理j，②運搬原価，③機械導入， ④原料節約， の4点か

ら考察している。第1の分業の「倍数比例の原理」とはこうである。

i(各種の製造所の生産物の特殊な性質のために一一第 l版のみ)もっとも有利な仕

方で工程の数を分けうる数と，そこでやとわれる個人の数がわかれば，この数の直接の

倍数を利用しない全ての工場は， より多くの原価で製品をつくることになるであろう」

(P. 212)。

この原理で留意すべきは，①第19章分業論を前提にしかっ， 補足しようと

している点，②第四章と同様に， 製品原価低減が基準としてとられているこ

と，③「大工場の諸原因」の第1に位置づけられていること， である。パベ

ジはこの原理にもとづいて， 大工場の原因を「ピン製作で， 5人の人間では

広大な施設と競争することができないのは明らかである。 したがって， ~ ~ 

'--'--

から製造施設が巨大な規模になる原因の 1つが生まれるj(p.213) とのベて

いる。

さてマルクスはこの原理を， n861 ~1863年草稿』ノート V-166 Cb.分業〕

(MEGA. I1. 3. 1. S. 262 ~ S. 263， 463ページ〕で引用し， ~資本論』では「マニ

ュファクチュア的分業は， 社会的労働過程の質的な編成とともにその量的な

規準と均衡をも発展させるのであるj(MEW. Bd. 23. S. 366， 454ページ)とし

て注目している。

「大工場の諸原困j の②運搬原価低減とは， 「運搬が同じ施設内で全て行

なわれれば，もっとも費用がかからないJ(p. 213)からである。「大工場の諸
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康問j の三号機械の導入は， r生産;震を増加させ， 大工場の施設を導く傾向が
あるJ(p.214)。バベジはこの仔u弘特許ネット〈チューノレ織り)の製造史

にみい出している O この場合，機械を講義， 11彦潔ナる繋鰐 (p.214)が， 1 

台の機綾の場合にはかかりすぎることが工場規模拡大の事情を生み出すくp.

215) と二号、ていQ，Q チューノレ織り機械は， 叩ルクスによって昼夜交替労働の

例として引用されている (MEGA.II. 3. 1. S. 207 ~ S. 208， 367~3弱ベ…ジ〉。

「大工場の諾露掴J 諜料部約とは，製品譲価{民放のために涼料の塾対

的浪費なさげることが必要であり， これはlつの工場における 2つの産業の

結合の康翻となるくp.217)。マルクス ~1861~1863年草稿』における f結合

工場論Jの着想の lつの根拠となったと推定される。

以上の「大工場の語原悶jに対する?大工場の諸結果jについて，バベジ

は，(D夜間照関費用の増大(このことが照明費用合抵減させ， 火災事故と製

品濠{衡を減少させることな要請する) (p.216)， 三塁経理部丹念つくる必繋性

(p.216)，寺大資本の投下 (p.216)，④外間諜科技用の増大 (p.222)，など

をど指鶏している G

¥1lI r製造業の政治経撰Jの分析

(1) 第器禁事t一大工場の場所についてJ

第23宝誌は表題そのものをとりあつかっているようにみえる

象はラダイツの機械排斥運動とそれにともなう 「機械の務動j の問題であ

るO パベジは， ラダイッa'批暫し， 労{勤者自らに不利益をまねくとして，

f労働者の関結によって，機械の移動が結果として生ずるけれども，労働者

は工場がおこず労働需要の一部を失うだけではない。その労換の髄{成自体が

(機械の移動した一一引用者)生産の新しい地域との競争によって減らされるj

(p.229) とのベる。

しかしパベジは労種審をたんに批判するにとどまらず，
W 

'-

とは， 労識者階級のなかのいっそう知的な部分が， これらの見解の正しさを

検討すべきであるJ(p.230)として， rこの本が労働者の手に藷ちることを
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まないわけではないと告白しておくJ(p.230)とのべている。

。バベジは，ユープの労機者批判に先だって，同じこと令指摘している。 A.Ure，op; 
cit.， p. 41. 

(2) 第24輩「過剰j生産についてj

第鈍章は， 1-競争の， 自然な， そしてほとんど不可避な結果の 1つは，必

より大へん多くの供給の生産である O この結果はいつも周期的におこ

る。そして，その発生.をふや乱その説来を予測することは，工場主と労働

者の双方にとって， ともに重要であるJ(p.231)とし寸観点から経欝恐慌を

あつかっている。パベジは，恐慌に対する対tt;策としての，一種の価格補償

制度についてふれている。

パベジが本撃で一番強調している点は，過剰生産にともなう師格低下に対

して，製品原{制民総を行なうための，機械や作業方法の改善がとられ，隠じ

利調率を確保できるということである (pp.233~234)。したがって，ここで

も「製品原師低誠jというそチ}ブが赤い糸をつらぬいている。

(3) 第25章「製造所をはじめるにあたっての鍔査」

第25叢は，市場調査会中心にした問題をあつかっている。パベジによれば，

「なんらかの新しい製品宏製造開始する諮に，いつもなさねばならない多く

の調査があるJ(p.242)。それは①道具，機械，車料の費用，その生産のた

めに必要な全ての支出に関係するもの，G号生ずるであろう欝要の程主主に関係

るもの，@流動資本が回転する期障に関係するもの，お新しい製品が，す

でにイ使用されている製品をしのぐ， 迭さあるいは還さに関係するもの (p.

242)である。ノξベジは， このうち主に窃と愈の市場調交に関する賂題を具

体OlJをあげながら考察している。

仏) 第26章「製造業の新しい制度についてj

第2寵から追加された第26掌は， rノミベジ氏は， 機撲と大製遊施設の， 労
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とむ、う働者階級の数と条件とに対する影響についてほとんどのべていなしU
『エディンパラ・レビュー』のマカロックの批判に応えたものである。パベ

そのあらわれである機械うちこわし広がりつつある労資聞の対立と，ジは，

についてこう憂慮する。

「多くの製造業閣の労働者のなかに，大へん誤った不幸な意見が広がっている。それ

は，労働者自身の利益と， 彼の雇用主の利益とが矛盾するという意見である。その結果

は，価値ある機械は時として無視され，ひそかに損なわれたりさえするJ(p. 250)。

を提案す「製造業の新しい制度」この対立を克服する+
ホジベ

丸
ハ

ジ

で

ベ

こ

バ
そ

。D
る まずコーンウオール鉱山で、行なわれていた配分制度 (Tribute;

一鉱山主から鉱夫へ採掘された鉱石の一部またはその相当価格を与える〕に注目す

それを「労働者の勤務，誠実，能力に直接に比例した成功のはか

りを提供するJ.(p. 253) 

る。彼は，

つぎのような原理にもとづく

制度を提起する。

①雇用されている各人によってうけとられる賃銀のかなりの部分は，会社によってつく

られた利潤に依存すべきで、ある (pp.253~254)。

②会社に関係する全ての人間は， その人聞が発見したなんらかの改善を， 他のところに

よりも， その人聞がやとわれている会社に利用することから利益を得るべきである

(p. 254)。

と評価する。そして，

この原理をモデルで、説明して，利潤分配制度 (p.255)，成功報

奨制度 (p.256)，発明表彰制度 (p.256)などを提起している。このように

種々の報奨制度を用いて，製品原価低減へ労資一体となって努力する「労資

ノミベジは，

共同体」が構想されているのである。

Edinburgh Review or Critical Journal， VoI. 56. No.U2. Jan. 1833， p. 331. 

M. Berg， The machinery question and the making 01 political economy 

1815~1848 (Cambridge U. P. 1980) p. 182参照。

パベジは，本書の第3版と，第26掌の別刷100部をロンドン機械工講習所 (London

Mechanics' Institution)に寄贈している。 M.Berg， 0ρ. cit.. p. 162.参照。

2) 

発明が即生産技術では

第27章ド機械の考案についてー」

パベジの計算機作製の経験をふまえて，

(5) 

第27章は，
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ないことを示す興味深い記述がみられる。まず，発明の第一関門となる機械

技術について，製図の重要性 (p.261)， 実験の意義 (p.262) などがとか

れ，科学的原理が明らかであっても，機械技術の状態が不完全であれば実現

されないことが強調されている (p.265)。

第2関門の経済性について，発明品は「多くの費用」がかかるため「一般

的な利用に失敗することがあるJ(p.265) とL、う。そこで機械の建設と操業

にともなう費用を推定することが重要となるが， r機械が大へん複雑で大き
ければ， これはほとんど不可能である。新しく発明された機械のはじめのも

のは， 第2番目のものをつくるよりも約5倍かかるとおおまかに推定されて

いるJ(p.266)。 ここで指摘されている 「機械の最初の生産費と再生産費と

の差」についての記述は~資本論』第 1 巻第13章第 3 節 b ， r労働日の延

長」で， r機械の非物質的損耗」を示すものとして引用され (MEW.Bd. 23. S. 

427. 528ベーの， また第3巻第5章第5節「発明による節約」で，機械の再

生産費の減少による「不変資本充用上の節約」の一例 (MEW.Bd. 25. S. 114， 

132ベージ〉として引用されている。

この他， さきの発明にかかわる機械技術についての記述や， r¥，、くらかの

改善は，最初のものの経験によって示唆され，多少の変更がおきるにちがし、

ないJ(p; 266)とし、う部分は， IF資本論』第1巻第13章第1節「機械の発達」

における， r (機械による生産の場合には一一引用者)問題は機械学や化学な
どの技術的応用によって解決されるのであるが， もちろんその場合にもやは

り理論的な構想は， 積み重ねられた大規模な実際上の経験によって補われな

ければならなし、J(MEW. Bd. 23. S. 401， 496ベージ〉という記述や， 同じく第

3巻第5章第5節「発明による節約」における「……最後に， どこでどのよ

うにして節約をするか，すでになされた発見を最も簡単に実行するにはどう

すればよいか， 理論の実行一一生産過程への理論の応用一ーにあたってはど

んな実際上の摩擦を克服しなければならないか， などということは，結合労

働者の経験によってはじめて発見され， 明らかにされるのであるJ(MEW. 

Bd. 25. S. 113， 131ベージ〉という記述の基礎となっていると推定される。
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(6) 第28霊安「機械耗尽のための適切な事情J

第28窓は，機械利用の践的を大婆4つにわけで考察している。第1は， iつ

くろうとする製品を予言金に，安く生産することJ(p.268)で、あって， これま

でみてきた「製品原儲低減jのためのものである。バベジはこの践的以外に

も機縁が利用される場合があるとし寸。それはまず iだとえばもっとも厳

絡な正確さで，あるいは完全に持ーにつくられなければならない機撲の部品j

(p.269)勺ある。

もう 1つの1711は， r製品 くる時間の不足が製品の価寵に重要な影響を

与えるJ(p.269)場合であって，新践の印踊などである。パベジはその例と

してタイムズ新揮をあげ， そこで， i精神・肉体双方での分業が 'd 

れている。……また，内部経済の効果がよく例証されているJ(p.270)との

べている。第20叢 f繍神的労働の分業Jの仔nとして新路社も念頭におかれて

いることを示している。パベジは最後に著書水艇をとりあげて， iほとんど必

とはきれないが， えられる図的は大へん霊堂要であるので，そういう録的の

ための機械は，かなりの費用を正当化ずるJ(p.277)とのべているのは興味

深い。

(7) 第29裁下機械の耐用期間について」

第29躍は，第16章きどうけて，機械の損耗と耐F時期間について分析している。

パベジの議な関心は，機嫌の改良がもたらすi機械の耐用期間への影響であ

{}o 

r.."，.大きな需事警のあるなんらかの商品毛主生産するための機械は， 実際には，損耗す
ることはめったに沿い。 関じ操作が， より速くかよりうまく行なわれる， 新しい改良

比一般に損耗する終がくるはるかに前じそれをとちかえているO 爽際，そのように

改鋳された機械せを利潤が上がるよう?とするには， いつも 5カ年でもとがとれるように行

なわれ， 10年でよち改良された機嫌にとちかえるように計算されるJ(p. 285)0 

ここでパベジは，新しい機械による代替を問艦に1.-， 5年の滅飾償却.10 

年の現物代替を指損している。さらにパベジは，改良された機械と古い機械

のとりあっかいについて分析し，機撲の非物議的損耗をつぎのようにのベて
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いる。

f……その産業における大きな投機がみられる期間は，]iいにあまちにも急速に改良

がつぎつぎに行なわれて， まだ米完成の機械がメーカーの手の中つですてられた。という

のは，新しし、機械がその有用伎をとっかえてしまっ丈こからであるJ(p. 286)。

以上のバベジの分析は， マルクスによって産業掘環局嬬の物質的基礎の開

題として，また機械の非物費的損耗の問題として， とりわけて住筒されてい

る。さきの6年の減価噴却.101容の現物代替という部分は.1857-1858年の

F経済学批判要綱』で， rバベジによれば，イギザスにおける機械の平均的再
生産は5年である。だから笑際の再生産はたぶん10年であろうJ(MEGA. II. 

1. 2. S.労わと計局され， 1858苦手3月2日付のエンゲ、ノレスあての手紙で，ゃく

ベジのいうところでは，平均してγ ンチェスターでは機械設備の本体は5

ごとに更新されるとのことだ。これは僕にはやや意外で、，十分には僑用でき

ないようにJ思われるJ(MEW. Bd.汐.S. 291， 230ベージ〕とのべられているO

これに対し， よじンゲ/レスは返信 (1858年3月4日付) で， rとにかくパベジ
は非常にまちがっている。……大工業の通例の系列では 5年でその機誠a'

更新ずるような工場は， イギヲスにはきっと 1つもなしづ (MEW.Bd. 2ヲ.S. 

293 ~ S. 2勿， 231~232 ベージ〉としている。

だがしかし'7ルグスとエンゲノレスのこのやりとりは，パベジに対する誤

解にもとづいているといわねばならなし、。パベジは機械一般の更新を問題に

したものではなく，新しい改良された機械による代磐を問題にし， しかも儲

値磁での減価盤却をS年といい，箆用{媛値，現物での更新を10年とのべてい

るのである。

マルクスはこのあと， 1859-1862年の戸ンドン持代のノ…ト第7部で， も

う一度パベジの英語第11夜からの抜粋さじ撲械の損耗の問題に関連してつく

っている。これにもとづいて， If資本論』第3巻第6.権下髄格変動の影響j

は， rいれいもし機械の作用期開の鋭いことがこうして媛め会わされないなら
ば，機械はあ変りにも多くの価値部分を無形の損耗分とじて恒産物に移すこ

とになり， したがってそれは手労翰とさえも麓今できなくなるのである」
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くMEW.Bd. 25. S. 123， 144ページ〉として引用している。

ときとして製る競争の効果は，「製造品さと安くパベジは第29霊祭末尾で，

日みらと，品の磁周期間合短くするように作用することがあるJ(p.292) 

れる製品原価低減が製品の樹用期間を銀縮させる傾向があることを指摘して

いるのは興味深い。

{中村政文， lIII掲警， 89ページ議長照。なお， 中村静治 F現代工業経済論』汐文社，
iヲ73年，第7掌「技術進歩と産業務潔」をも参照のこと。

1) 

第30掌「工場主見労識者間の，相手に対する団結についてj(8) 

各

これはつぎの 3つの原理にもとづいて審

理されるべきであるとしイ。すなわち，(!)やとわれる全ての人々の全般的科

主去に業献するという藤裂，②詐激的行為を妨ぐ原潔， ③各俗人の自由な活動

への介入をできるだけ少なくする原理 (p.293)

主と Lて労鱒者の関結の問題をあつかってし、る。バベジ比

しており，

第30家は，

この原理からみて，である。

パベジは一定のプレミプ人科料 (p，295)，仕事震をの正確・迅速な測定 (p‘

トラ γ ク・システム〔現物質銀総愛〕ざと批判ナる(p.309) 0 296)を評備し，

労働者の間結に対して，労働者のストライキの結果，議械の改と同時に，

DA 

f
g
襲、、提銀を低下させるという労働者自体に害をもたらし，災がうながされ，

297， p. 302)。 原料ストッグをまた労{勤務の霞絡のリスグをさけるために，

と労働者の

(p.305)。
(p.303)， くおかなければならないので，綴品髄格をど高め

題の資本と熟練の…ーをBが外留へいってしまうという

マノレFス:草稿 F皇室綴jで号If裂されている (MEW.Bd. 6. S. 538， 523ベ{ジ)0
3・ーアにづただち， パィくジがこの点誌を指摘している。A.Ure， ap. cit勾 p.41. 

移動がおき，

1) 

2) 

(9) 第31章「公衆に対する工場主の団結について」

第31章は， 公衆に対する盟結，ナ労働者に対する工場主の間結ではなく，

なわちパベジのいう「独占jをとりあつかっている。ベベジは f独占Jの椀

をとりあげ (p.「独点J水道やガス会社の特許の独占 (p.312)，として，
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313)，とく り矛U~間選容の潟さ与を批判している。

締 第32掌「労織に対する需要を減少させる機械の効果についてj

第2版で迫力目された第32煮は， 当時大さな論争点となっていた撲滅による

あつかっている。パベジは一方で「補償説」を展開して， r機
械の使用は， まずはじめに労働者を失業させる傾向があるが， しかし儲絡穏

下の結果場大ずる需要はほとんどすぐにその労働のかなりの部分を吸収す

るJ(p.334)とのベるc しかし他方ぐ， r訴しい労畿は， そのiまじめにおい

ては，也、、労働よりも， より高度の熟練を要求すること立しばしばある。そ

して不幸なことに， 古い襲用から失業さFせられた人々の階級は，新しい仕事

にかならずしも謹格ではないJ(p.335) とし， まずこ， r以前にはより多くの

熟練~要求した校事を子供やより下伎の労{勤務が行うことができる場合もあ

る。……要求される熟擦は大きく減少するので，労働者階級良身の鴎での競

争の範揮を広げるJ(p.336)という。

みられるように， 機績は「高援をの熟鱗j を饗求する一方で， T要求される

熟練は大きく減少するjという o この 2つのことは，ともに労繍者階級に不

科?こ作用することをみとめている。 しかし，パベジは「必婆なう子…タを我々

がもっていない事情Jゆ.337)を強調する。この立場は，機械による熟練の

排除念事実上強議しつつ， r補償説J~どもちおして f弁護論J を展開 1.やごム

ーアとは， そのかぎりで異なるもので、ある。パベジは誓「機械による失業へ

の対策JとしてI r貯蓄銀行」や「共済組合J，T家族のメンバーj などの手
だてによって， 襲被への新しい適惑を行ないI r労働総額」の変動から生ず
る災懇を緩和することを提案しているくpp.340~34I)。

締 第33:J1雲 f製造索?こ対ナる我と法的規制の効果につい

第33Ji震は， r全体として， 揮の生産業に対する最小の制限がなされるべ舎
であるJ(p.347)という立場から主題が検討されているが，マカロッグによ

って， 1なんの新しさもおもしろさもなしづ と批判をう付・る内容にとどまっ
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ているc

しかしそのなかで注践すべきは， 第2設以降への追加において，バベジが

「政府は， 労{勤者と雇用者の関にできるかぎり干渉すべきではないという原

理J(p.363)か [工場で子供が働く時間数と労修設をはじめる年齢そ綴罷

るとL、うことJ(p.363)は， 滋脱しないとのべている点である。 なぜな

ら， 「子供は自由な活動家でもなく， 判断もできなし、からであるj (p. 363) 

という o 問じホイッグに近い立場にあったユーアとは，異なる態度をとって

いたのである。

。Editlburgh Review or Critical Journal， Vol. 56， No. 112， Jan. 1833‘p.32ヲ.

金誇 第34霊堂「機械の輸出についてJ

第34意は機械の輸出に対する禁止措鐙を批判している。「機械輸出禁止j

の最大の理由?に 「外頴人がおが思の改善された機畿を手に入れて， わが悶

の製菊菜と競争するJ(p.364) というものである。バベジはこれに対して，

これまで展開してきた内容をうけて I製造業で成功するためには，

良い機械をたんにもつだけでなく，工場の内部経済がもっとも注意深く調整

されなければならなしづ (p.367)か との競争は恐れるべきもので、は

ないと る。

これに陳述した下段『道具と機械の輸出J委員会報告の一部「… し

た知識と経験は， 我々の徐大な力であり利益であるJ(p. 368)は， w経済学

批精華さ綱.JJ (MEGA. II. 1. 2. S. 480) !局され， fこの前進， この社会的進

歩は資本に窮し 資本によって利用されているj とのべられている。ただし

マルクスは，それなバベジの言葉とうけとり， フランス語版からフランス諾

i用し， I科識である」という部分を競落させている。

さで， パベジは，機械な輸出すべき毅極的な理由として「もし， 自由輪出

がゆるされると， いっそう価値がある階級〈機械をつくる労撤退ま階級一一引

用者)がうたがL、なくいっそう増大J(p.372) し，また「資本の移動を促進

しであらわれるかもしれなし、いっそう有利な経用方法をとらせるJ(p.373) 
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どのべているG

鵠 第35章「科学と総合した製議業の将来の燦撃について」

最終章は， ノミベジの科学鏡が展開されている。バベジは， r閣の技術や製

造業は， より厳格な科学の進歩と密接に結びつJ(p.379)かねばならないと

しながらも， r精神的労働の分業論Jの立場から， 科学会独自に研究する必
喜毒性を強調し， r科学の 1つの専門職J(p. 380)とならねばならない

とする。そしてすでにみた fイギリスにおける科学の衰退についての省察具

に雰及ずる。と問時に「科学者は，大きな製遺業者から実際上の情報を得る

であろうJ(p.383)とし，科学者が製造業から遊離してはならないという。

さらに， r知は力なりJ(p.388)とL、う立場から科学の進歩とともに「物
資的役界に対する精神の支配力11，そのカを加えてゆくJ(p.390)という科

学観を蔑関しているG また，葬;機作製に半生をどささげたパベジらしく，

r~t算の科学比科学を生命の技術に利用することの全体を究極的に制御す

るにちがいないJ(pp. 387 ~388) とのべている G

lX総

パベジ f機嫌と製造業の経済論J(1832年)の総体的苦手鑑にあたって， 本

警のすぐ、あとに刊行されたユープ f製造業の原理~ (1835王子〉 との対比が有

益であろう Q パベジは数学者，ユ…アは化学者と，ともに緩済学者ではない

自然科学者が設業本命鍛の産業技衡を経済学的鶴菌から検討したものであ

る。 2人はともに上昇期ブノレジ現アジーの典型的な科学観をもっていた。

なわち， r知はカなりj という立場から溜論と実践の統ーをとさす， ブルジ翠
アジ…に生産技術に関心なもつ必要性念強調し，科学の生謹への利用を力説

また両者の性格はともに「吉科辞典的」で，あらゆる泰象に関心と知

識なもち， I河時に「ゴド和解的jな人絡をもってし

パベジとニネ…アの出販経緯なみると， ともに渡接の契機が病気をきっかけ

にし亡製造業地域への旅行で、あったという点で，産業革命当時の生産技術
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の実際が両蓄に反映されている。しかしパベジの本は彼の階差機関作製の

「副産物」であり， そこから生まれた道具と機械に対する関心によって，ヨ

ーロッパ大陸とイギリス本国のマニュファクチュアをもふくむ製造業を考察

対象とした。これに対しユーアは主として当時の産業革命の中心であった自

動化のすすんだ綿繊維関係の工場に対象をしぼった。これはユーアの本がパ

ベジの本に触発されながらも， 1833年の織維産業を対象とした工場法が1つ

の大きな契機となっているからである。

両者の問題意識の相違は， スミス分業論に対する評価の差となってあらわ

れる。パベジはスミス分業論を前提にし，数学者としての関心から，時間と

原価に注目することによって， I動作研究J，I時間研究」の方法を用い， そ

れをいっそう徹底させようとして「パベジの原理」を提起した。これは，科

学としての数学を生産に意識的に利用して，生産を科学的に分析したものと

して評価できょう。これに対して，ユーアはスミス分業論の批判者としてた

ちあらわれ， r自動装置による労働代替」を強調して， I適合労働力配置」論
を批判する。バベジは「自動装置」の典型をスプリング仕かけなどに見出し

て，生産技術の中心を占めるものとはみていなL、。かかる意味では Iバベ

ジは， ……大工業をじつはマニュファクチュアの立場からしか把握していな

し、J(MEW. Bd. 23. s. 370， 459ベーのというマルクスの評価は妥当性をもつ

ものといえよう。

また， 産業革命当時の労資聞の対立や，工場法についてのバベジの認識

は， ブルジョアジーの立場をきわめて「党派的」につらぬいたユーアと異な

っている。パベジは労資対立の事実をみとめたうえで，一種の「参加制度」

「提案制度」をふくんだ「労資共同体」構想を提起し， 労資対立を緩和する

方策を考えている。そして I機械による労働の代替」の問題については，

一種の「補償説」を展開しながらも， 事実調べを重視する。工場法による児

童労働規制の問題は， 国家による干渉を排除すべきであるとし寸原理からの

逸脱ではないという。なぜなら，子供は「自由な活動主体」ではなし、からで

あるという立場をとっている。
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以上のようなパベジとユーアの相違にもかかわらず， ユーアの本はバベジ

の本によって触発されただけで、なく， 内容上もパベジに負うている部分が多

くみられる。すでに明らかにしてきたように，機械の分類論，原料節約論，

ストライキ批判論などにこれが示されている。

むすびとして，マルクスによるパベジの継承関係についてみておこう。

マルクスは機械学者とじては， ユーアよりもバベジを高く評価していた

(MEW. Bd. 23. S. 370， 459ベージ〉。 したがって，マルクスの評価点も機械学

者としてのバベジの言及に重みがおかれている。これまで詳細に検討してき

たところから明らかなように，マルクスのパベジ評価はパベジの真意，文脈

を必ずしも適切に把握していない部分が少なからずある。しかし，大すじで

は，バベジの眼目を正しくとらえていた。以下，まとめればつぎの如くであ

る。

①バベジの， r機械の定義J (道具の簡単化と 1つの動力による「再結合」の

論理)と「機械の分類」論とは， w資本論』第1巻第13章第1節「機械の

発達」における「機械の定義」の基礎となっている。

②「パベジの原理」と「倍数比例の原理」は， w資本論』第1巻第12章「分

業とマニュファグチュア」論における， マニュファクチュアを特徴づける

「技能の等級制」論， r量的な規準と均衡」論に生かされている。
③パベジの「機械の耐用期間」論， r機械の非物質的損耗j論は w資本論』
第1巻第13章第2節「機械から生産物への価値移転」などの素材となって

いる。

④ パベジの「使用原料の節約」論， r機械の考案」論は， w資本論』第3巻
第 5章「不変資本充用上の節約」などの素材として利用されている。

⑤ 以 kを通じて，パベジが具体例を示して明らかにした， マニュファグチ

ミアと機械制大工業の労働過程と労働手段の分析は， マルクスにこの主題

についての豊かな表象と素材を提供している。
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